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16世紀まで拡大を続けたオスマン帝
国だが、17世紀後半からは次々と領
土の縮小を迫られることとなつた。
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ギリシア独立を援助し

たロシアがオスマン帝

国に勝利。ボスポラス、

ダーダネルス両海峡の

自由航行権などを認め

させた。
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タンジマート慕桑傷ヴ荼鮮男隠 、    ぷ畠饉予基恣⊆語鼎糠曇禽赳邦舗濃軌あ 110導入などの改革を行つた。しかし、殖産興業などの経済改革は行われなかつた。

勢
力
の
衰
退
し
た

オ
ス
了
ノ
帝
国
は
、

改
革
の
動
き
も
実
ら
ず
、

解
体
へ
の
道
を
進
む
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
衰
退
と

地
方
勢
力
の
台
頭

‐６
世
紀
に
は
最
大
版
図
と
な
っ
た
オ
ス
了
ン

帝
国
だ
が
、

１７
世
紀
に
な
る
と
そ
の
勢
い
は
衰

え
は
じ
め
た
。
１
６
８
３
年
の
第
２
次
ウ
ィ
ー
ン

包
囲
に
失
敗
し
て
０
ン
ガ
リ
ー
の
大
半
を
失
う

と
、
続
く
１８
世
紀
に
は
エ
ン
プ
ト
や
シ
リ
ア
な

ど
で
地
方
豪
族
が
台
頭
し
、
中
央
集
権
体
制
に

ほ
こ
ろ
び
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

‐８
世
紀
後
半
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

，
１
０
２
参
照
）
に

占
領
さ
れ
た
エ
ン
プ
ト
を
イ
ギ
リ
ス
と
結
ん
で

奪
還
し
た
オ
ス
了
／
帝
国
だ
っ
た
が
、
そ
の
混
乱

の
な
か
、
傭
兵
隊
を
率
い
た
ム
ハ
ン
マ
ド
＝
ア
リ

ー
が
手
ン
プ
ト
総
督
と
な
っ
て
エ
ン
プ
ト
の
実
権

を
握
っ
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
＝
ア
リ
ー
は
オ
ス
了
ン
帝

国
の
命
を
受
け
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ワ
ッ
ハ
ー

ブ
王
国
を
制
圧
し
た
ほ
か
、
１
８
２
１
年
に
始

ま
っ
た
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
を
鎮
圧
す
る
た
め

出
兵
し
た
。
そ
の
後
、
列
強
の
干
渉
に
よ
リ
ギ

リ
シ
ア
は
独
立
を
果
た
す
が
、
エ
ン
プ
ト
は
出

兵
の
見
返
り
に
シ
リ
ア
の
領
有
を
要
求
。
こ
れ

を
拒
否
し
た
オ
ス
了
ン
帝
国
と
２
度
に
わ
た
っ
て

エ
ジ
プ
ト
＝
ト
ル
コ
戦
争
を
戦
っ
た
。

列
強
に
よ
る
干
渉
と

解
体
に
向
か
う
オ
ス
マ
ン
帝
国

ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
や
エ
ン
プ
ト
＝
ト
ル
コ
戦

争
を
き
っ
か
け
に
、
オ
ス
了
ノ
帝
国
は
東
地
中
海

や
黒
海
周
辺
の
利
権
を
争
う
英

・仏

。
露
と
い
っ

た
列
強
の
介
入
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
（東
方
間

題
）。
〓
つ
し
た
事
態
に
対
し
、
オ
ス
了
ノ
帝
国

は
行
政
組
織
な
ど
の
西
欧
化
を
目
ざ
す
タ
ン
ジ

マ
ー
ト
（恩
恵
改
革
）
を
実
施
す
る
が
、
十
分
な

成
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。

１
８
５
３
年
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
と
の
ク
リ
ミ

ア
戦
争
で
は
、
英

・
仏
の
支
援
に
よ
っ
て
勝
利
じ

た
も
の
の
、
そ
の
戦
費
に
よ
っ
て
財
政
が
破
綻
。

７６
年
に
は
、
改
革
派
の
宰
相
ミ
ド
ハ
ト
＝
パ
シ
ャ

が
起
草
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
初
の
近
代
憲
法

で
あ
る
ミ
ド
ハ
ト
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
が
、

７７

年
に
ロ
シ
ア
＝
ト
ル
コ
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
ス

ル
タ
ン
の
ア
ブ
デ
ュ
ル
＝
↑
ミ
ト
２
世
が
憲
法
を

停
止
し
、
専
制
政
治
を
復
活
さ
せ
た
。

ま
た
、
ム
ハ
ン
マ
ド
＝
ア
リ
ー
朝
の
統
治
が
認

め
ら
れ
た
エ
ン
プ
ト
も
、
ス
エ
ズ
運
河
の
建
設
な

ど
で
列
強
に
対
し
多
額
の
債
務
を
負
い
、
以
後
、

経
済
的
に
列
強
に
従
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ギ
リ
シ
ア
独
立
に
肩
入
れ

し
た
西
欧
の
知
識
人

ギ
リ
シ
ア
で
独
立
戦
争
が
起
き
る
と
、
西
欧

の
知
識
人
や
芸
術
家
た
ち
は
「
わ
れ
わ
れ
の
文

明
の
先
駆
者
で
あ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
子
孫

を
オ
ス
了
ノ
帝
国
の
圧
政
か
ら
救
お
う
」
と
の
思

い
か
ら
、
独
立
軍
を
支
援
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の

詩
人
バ
イ
ロ
ン
は
義
勇
軍
を
組
織
し
て
戦
闘
に

加
わ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
『
キ

オ
ス
島
の
虐
殺
』
を
描
い
て
オ
ス
了
ン
軍
の
残
虐

ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
し
か
し
、
古
代
の
ギ
リ

シ
ア
と
‐９
世
紀
の

ギ
リ
シ
ア
は
別
物

で
あ
り
、
独
立
後

は
「
ギ
リ
シ
ア
人

と
は
何
か
」
と
い

う
問
題
が
生
ま
れ

る
こ
と
と
な
る
。

オスマン帝国の領土喪失
醐 カルロヴィッツ条約 (1699)        ベルリン条約 (1878)まで

クチュク=カイ月レジ条約077のまで そ脇 罫ィル条約

クリミア戦争 ()p.108

クチョク=カイナルジ条約

第1次露土戦争でロシアが

オスマン帝国に勝利。ロシ

アは黒海の自由航行権を獲

得し、オスマン帝国は属国
のクリム=八ン国を放棄した。

0ウィーン ,■IFI,

カルロヴィッツ条約

この条約で八ンガリ

ーを失つたオスマン

帝国は、以後ヨー□

ッパ諸国に対し協調

政策をとる。

オスマン帝国

エジフト

エジプト=トルコ戦争の結果、

ムハンマドニアリーによる工

ジプト総督位の世襲が認め

られ、エジプトはオスマン帝

国内の半独立国となつた。
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